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授業科目名 単位 区分 担当教員 ページ

香取　真理 1

ラウシュ　アンソニー 4

エシアナ　べネス 7

ラウシュ　アンソニー 11

小野寺　進 14

成田　芙美 17

香取　真理 20

丹藤　永也 23

成田　芙美 26

堀江　洋文 29

English Grammar and Usage Ⅰ (2) 選必 江連　敏和 32

Intercultural Reading (2) 選必 堀江　洋文 35

Understanding Business Meeting (2) 選必 エシアナ　べネス 38

ロシア語会話 (2) 選択 トルストグ－ゾフ.Ａ 41

韓国語会話 (2) 選択 李　恵慶 44

中国語会話 (2) 選択 呉　蘭 47

プレゼンテーション (2) 選択 植田　栄子 50

哲学Ⅰ (2) 選必 大森　史博 53

人間の歴史 (2) 選必 荷見　守義 56

憲法概論 (2) 選必 小林　直樹 59

地球科学 (2) 選必 三浦　英樹 62

宇宙科学 (2) 選必 市村　雅一 65

健康と医療 (2) 選必 長岡　朋人 68

科学技術と社会Ⅰ (2) 選必 本田　明弘 71

教養特殊講義Ⅰ (2) 選択 横手　一彦 74

自治行政政策論 (1) 選必 青森県職員　ほか 77

事業論Ⅰ (1) 選必 【秋学期開講予定】

経営戦略論Ⅱ (2) 選必 小林　哲也 78

マネジメント論Ⅱ (2) 選必 中川　宗人 81

財務会計論Ⅱ (2) 選必 金子　輝雄 84

マーケティング論Ⅰ (2) 選必 行本　雅 87

人事管理論Ⅰ (2) 選必 中川　宗人 90

管理会計論Ⅰ (2) 選必 加藤　惠吉 93

財務分析Ⅰ (2) 選必 長谷川　美千留 97

経営史 (2) 選択 【非開講】

市場調査論 (2) 選択 行本　雅 100

マクロ経済学　　　【他学科展開科目】 (4) 選択 巽　一樹 103
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English Presentation Ⅰ (2) 選必

Public Speaking Ⅰ (2) 選必

Writing as a Social Act Ⅰ (2) 選必

Essay Writing Ⅰ (2) 選必

Active Reading Business Genres Ⅰ (2) 選必
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目    次

授業科目名 単位 区分 担当教員 ページ科目群

財政学　　　　　　【他学科展開科目】 (4) 選択 木立　力 113

マクロ経済学 ④ 必修 巽　一樹 103

統計学 (4) 選必 七宮　圭 107

応用ミクロ経済学 (4) 選必 河野　秀孝 111

財政学 (4) 選必 木立　力 113

経済特殊講義Ⅰ (2) 選択 高柳　友彦 117

ゲーム論 (2) 選択 森　統 120

財務会計論Ⅱ　　　【他学科展開科目】 (2) 選択 金子　輝雄 84

マーケティング論Ⅰ【他学科展開科目】 (2) 選択 行本　雅 87

管理会計論Ⅰ　　　【他学科展開科目】 (2) 選択 加藤　惠吉 93

財務分析Ⅰ　　　　【他学科展開科目】 (2) 選択 長谷川　美千留 97

経済学基礎論ａ ④ 必修 河野　秀孝・樺　克裕 123

会計学基礎論ａ ④ 必修 池田　享誉 127

地域企業論Ⅰ (2) 選必 生田　泰亮 131

自治体経営論 (2) 選必 遠藤　哲哉 134

地域社会論Ⅰ (2) 選必 佐々木　てる 137

マーケティング論Ⅰ【他学科基幹科目】 (2) 選必 行本　雅 87

経営戦略論Ⅱ　　　【他学科基幹科目】 (2) 選必 小林　哲也 78

マネジメント論Ⅱ　【他学科基幹科目】 (2) 選必 中川　宗人 81
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【注１】自分が履修するクラスの担当教員ページを確認してください。

2020年度及び2021年度入学生へ（学籍番号の上位４桁が「1200～」「1210～」で始まる学生）

（１）「財務会計論（４単位）」の履修について
①春学期開講の「財務会計論Ⅱ（２単位）」を履修登録してください。
②秋学期開講の「財務会計論Ⅰ（２単位）」を履修登録してください。
③春学期と秋学期を総合して成績評価を行う。
④成績評価は同一年度内で完結とし、翌年度以降へは持ち越さない。
　　※今年度の春学期科目を履修せずに、今年度の秋学期科目を履修しても、評価の対象にはなりません。
　　※今年度の春学期科目を履修した場合でも、今年度の秋学期科目を履修しなかった場合は、評価の対象にはなりま
せん。

（２）「管理会計論（４単位）」の履修について
①春学期開講の「管理会計論Ⅰ（２単位）」を履修登録してください。
②秋学期開講の「管理会計論Ⅱ（２単位）」を履修登録してください。
③春学期と秋学期を総合して成績評価を行う。
④成績評価は同一年度内で完結とし、翌年度以降へは持ち越さない。
　　※今年度の春学期科目を履修せずに、今年度の秋学期科目を履修しても、評価の対象にはなりません。
　　※今年度の春学期科目を履修した場合でも、今年度の秋学期科目を履修しなかった場合は、評価の対象にはなりま
せん。



2019年度以前入学生へ（学籍番号の上位４桁が「1170～」「1180～」「1190～」で始まる学生）

（１）「科学技術と社会（４単位）」の履修について
①春学期開講の「科学技術と社会Ⅰ（２単位）」を履修登録してください。
②秋学期開講の「科学技術と社会Ⅱ（２単位）」を履修登録してください。
③春学期と秋学期を総合して成績評価を行う。
④成績評価は同一年度内で完結とし、翌年度以降へは持ち越さない。
　　※今年度の春学期科目を履修せずに、今年度の秋学期科目を履修しても、評価の対象にはなりません。
　　※今年度の春学期科目を履修した場合でも、今年度の秋学期科目を履修しなかった場合は、評価の対象にはなりま
せん。

（２）「金融経済学（４単位）」の履修について
①春学期開講の「金融経済学Ⅱ（２単位）」を履修登録してください。
②秋学期開講の「金融経済学Ⅰ（２単位）」を履修登録してください。
③春学期と秋学期を総合して成績評価を行う。
④成績評価は同一年度内で完結とし、翌年度以降へは持ち越さない。
　　※今年度の春学期科目を履修せずに、今年度の秋学期科目を履修しても、評価の対象にはなりません。
　　※今年度の春学期科目を履修した場合でも、今年度の秋学期科目を履修しなかった場合は、評価の対象にはなりま
せん。

（３）「財務会計論（４単位）」の履修について
①春学期開講の「財務会計論Ⅱ（２単位）」を履修登録してください。
②秋学期開講の「財務会計論Ⅰ（２単位）」を履修登録してください。
③春学期と秋学期を総合して成績評価を行う。
④成績評価は同一年度内で完結とし、翌年度以降へは持ち越さない。
　　※今年度の春学期科目を履修せずに、今年度の秋学期科目を履修しても、評価の対象にはなりません。
　　※今年度の春学期科目を履修した場合でも、今年度の秋学期科目を履修しなかった場合は、評価の対象にはなりま
せん。

（４）「管理会計論（４単位）」の履修について
①春学期開講の「管理会計論Ⅰ（２単位）」を履修登録してください。
②秋学期開講の「管理会計論Ⅱ（２単位）」を履修登録してください。
③春学期と秋学期を総合して成績評価を行う。
④成績評価は同一年度内で完結とし、翌年度以降へは持ち越さない。
　　※今年度の春学期科目を履修せずに、今年度の秋学期科目を履修しても、評価の対象にはなりません。
　　※今年度の春学期科目を履修した場合でも、今年度の秋学期科目を履修しなかった場合は、評価の対象にはなりま
せん。

（５）「哲学Ⅰ」は、2019年度以前入学生カリキュラム「哲学」の読替科目です。当該科目の単位を修得済みの学生が「哲
学Ⅰ」を履修する場合は「再履修」の扱いとなります。

（６）「地球の科学（４単位）」の履修について
①春学期開講の「地球科学」と「宇宙科学」の両方を履修登録すること。
②「地球科学」と「宇宙科学」を総合して成績評価を行う。
③成績評価は同一年度・同一学期内で完結とし、翌年度以降へは持ち越さない。
※片方のみを履修しても、評価の対象にはなりません。



（７）「Public SpeakingⅠ」は、2019年度以前入学生カリキュラム「Public Speaking and  InteractionⅠ」の読替科目です。当
該科目の単位を修得済みの学生が「Public SpeakingⅠ」を履修する場合は「再履修」の扱いとなります。

（８）「Essay WritingⅠ」は、2019年度以前入学生カリキュラム「Academic WritingⅠ」の読替科目です。当該科目の単位を
修得済みの学生が「Essay WritingⅠ」を履修する場合は「再履修」の扱いとなります。

（９）「Intercultural Reading」は、2019年度以前入学生カリキュラム「Business Communication Across Cultures」の読替科
目です。当該科目の単位を修得済みの学生が「Intercultural Reading」を履修する場合は「再履修」の扱いとなります。



〔科目名〕

English Presentation Ⅰ
〔単位数〕

2 単位

〔科目区分〕

ACB

〔担当者〕

香取 真理

〔オフィス・アワー〕

時間： 授業の開始時に提示

場所： 606 研究室

〔授業の方法〕

〔科目の概要〕

English PresentationⅠis intended for low-intermediate students and focuses on giving presentations about everyday 
experiences. The aim of this course is to offer students an opportunity to develop the important life skill of speaking clearly and 
effectively about a topic of interest to an audience. Through this course, student can learn and practice some effective ways to 
give English presentations.  Additionally, this course also covers other issues like body language, visuals, specific structures and
how to describe graphs or charts.  During this course, every student should give short English presentations usually five times.

初中級レベルの英語学習者を対象に，日々の事柄をトピックとし，英語でのプレゼンテーションを実践します．

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

In our globalized world, effective English presentation skills are becoming increasingly important for success –
academically, professionally, socially, and personally.  Whether in a classroom or a conference room, the ability to compose 
and convey a message clearly and persuasively to an audience of people in English can be a key to success. Nowadays, even 
in Japan, in some companies, it is also becoming natural to have to give presentations in English.  For student, making a 
presentation in English might be difficult. However, learning and practicing the effective way to give presentations in this 
course, student will acquire and build their skills and confidence to present successfully.  It will help student’s further growth in 
both English and Japanese presentations.

プレゼンテーションのストラクチャーや，効果的な表現技法を学ぶことにより，英語能力だけでなく，将来的にも役に立つ

発信のためのスキルを学びます．

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

The emphasis of this course is providing students with the skill to give presentations effectively in English.  At the end 
of this course, students should be able to make an effective English presentation as a low- intermediate English learner.

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

The various components of this course will be introduced, based on the student’s progress in class.

（ 様式１）
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〔教科書〕

Present Yourself 1(second edition), by Steven Gershon 著 Cambridge University Press   978-1-107-43563-6

〔指定図書〕

to be announced

〔参考書〕

to be announced

〔前提科目〕

なし

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

Students will be graded on participation, reports, presentations, and examination results.

〔評価の基準及びスケール〕

A=80% or more  
B=70-79%,   
C=60-69%,   
D=50-59%,   
F=less than 50%

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

1. During this course, students should give English presentations.
2. Students should come to every class with energy and a willingness to work and learn.

The teacher has much to share with you and offer you ample opportunities for practice and will try best to help you gain 
confidence and competence to make an effective English presentation.

〔実務経歴〕

授業スケジュール

第 1 回 テーマ（何を学ぶか）：Course orientation
内 容： introduction : opening a presentation

教科書・指定図書 Introduction &  Unit “Getting ready”

第 2 回 テーマ（何を学ぶか）： Making effective note card.
内 容：Describing a friend’s personality, interests, and activities

教科書・指定図書 Unit 1

第 3 回 テーマ（何を学ぶか）：Using eye contact to connect with an audience
内 容： Completing an activities survey about classmates

教科書・指定図書 Unit 1

2



第 4 回 テーマ（何を学ぶか）：Giving a short presentation
内 容： Talking about your friend

教科書・指定図書 Unit 1

第 5 回 テーマ（何を学ぶか）： Making gestures for descriptions
内 容：Talking about favorite places

教科書・指定図書 Unit 2

第 6 回 テーマ（何を学ぶか）： Using body language, posture and hand position
内 容：Talking about activities people do in their favorite places

教科書・指定図書 Unit 2

第 7 回 テーマ（何を学ぶか）：Giving a short presentation
内 容： My favorite place

教科書・指定図書 Unit 2

第 8 回 テーマ（何を学ぶか）：Showing an object to an audience
内 容：Describing prized possession

教科書・指定図書 Unit 3

第 9 回 テーマ（何を学ぶか）：Using-show-and-tell expressions 
内 容：Explaining the history and use of a possession

教科書・指定図書 Unit 3

第 10 回 テーマ（何を学ぶか）：Giving a short presentation
内 容： My prized possession

教科書・指定図書 Unit 3

第 11 回 テーマ（何を学ぶか）：Projecting your voice, speaking clearly and avoiding fillers
内 容： Describing a memorable experience

教科書・指定図書 Unit 4

第 12 回 テーマ（何を学ぶか）：Using stress to emphasize intensifiers
内 容： Setting the scene and using time expressions to describe an experience 

教科書・指定図書 Unit 4

第 13 回 テーマ（何を学ぶか）：Giving a short presentation
内 容： My memorable experience

教科書・指定図書 Unit 4

第 14 回 テーマ（何を学ぶか）：Making gestures for actions
内 容： Demonstration how to do or make something

教科書・指定図書 Unit 5

第 15 回 テーマ（何を学ぶか）：Checking understanding when giving instructions
内 容： Presenting the materials you need and giving instructions

教科書・指定図書 Unit 5

試 験 Final exam

3



〔科目名〕

English Presentation I

〔単位数〕

2 単位

〔科目区分〕

〔担当者〕

Anthony Rausch

〔オフィス・アワー〕

時間：

場所：

〔授業の方法〕

〔科目の概要〕

To have the skills to create a meaningful and professional academic presentation about a topic of their

choice.

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

The course consists of reading the textbook and evaluating the samples in the textbook, while also making

their own presentation. The creation of the final presentation is student-centered work.

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

〔教科書〕

Your First Speech and Presentation

〔指定図書〕

〔参考書〕

〔前提科目〕

（ 様式１）
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なし

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

The grades will be based on attendance, homework, optional homework and the Student’s Final

Presentation.

〔評価の基準及びスケール〕

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

〔実務経歴〕

授業スケジュール

第1 回 テーマ（何を学ぶか）： Course Introduction

内 容：

教科書・指定図書 We will look at the textbook.

第2 回 テーマ（何を学ぶか）： Textbook Reading and begin Practical View of Making a Presentation

内 容： Unit 1 and Unit 2  and Appendix Materials on making a presentation

教科書・指定図書

第3 回 テーマ（何を学ぶか）： Textbook Reading and begin Practical View of Making a Presentation

内 容： Unit 3 and Unit 4   and Appendix Materials on making a presentation

教科書・指定図書

第4 回 テーマ（何を学ぶか）： Textbook Reading and begin Practical View of Making a Presentation

内 容： Unit 5 and Unit 6   and Appendix Materials on making a presentation

教科書・指定図書

第5 回 テーマ（何を学ぶか）： Textbook Reading and begin Practical View of Making a Presentation

内 容： Unit 7 and Unit 8   and Appendix Materials on making a presentation

教科書・指定図書

第6 回 テーマ（何を学ぶか）： Textbook Reading and begin Practical View of Making a Presentation

内 容： Unit 9 and Unit 10   and Appendix Materials on making a presentation

教科書・指定図書

5



第7 回 テーマ（何を学ぶか）： Textbook Reading and begin Practical View of Making a Presentation

内 容： Unit 11 and Unit 12   and Appendix Materials on making a presentation

教科書・指定図書

第8 回 テーマ（何を学ぶか）： Textbook Reading and begin Practical View of Making a Presentation

内 容： Unit 13 and Unit 14   and Appendix Materials on making a presentation

教科書・指定図書

第9 回 テーマ（何を学ぶか）： Textbook Reading and begin Practical View of Making a Presentation

内 容： Unit 15 and Unit 16   and Appendix Materials on making a presentation

教科書・指定図書

第10 回 テーマ（何を学ぶか）： Textbook Reading and begin Practical View of Making a Presentation

内 容： Unit 17 and Unit 18   and Appendix Materials on making a presentation

教科書・指定図書

第11 回 テーマ（何を学ぶか）：

内 容： Unit 19 and Unit 20   and Appendix Materials on making a presentation

教科書・指定図書

第12 回 テーマ（何を学ぶか）： Individual Advising on Making Presentations

内 容： Students work on their individual presentation with instructor guidance and feedback

教科書・指定図書

第13 回 テーマ（何を学ぶか）： Individual Advising on Making Presentations

内 容： Students work on their individual presentation with instructor guidance and feedback

教科書・指定図書

第14 回 テーマ（何を学ぶか）： Individual Advising on Making Presentations

内 容： Students work on their individual presentation with instructor guidance and feedback

教科書・指定図書

第15 回 テーマ（何を学ぶか）： Review and Submission of Individual Presentations as Final Project Activity

内 容：

教科書・指定図書

試 験
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〔科目名〕
Public Speaking l

〔単位数〕

2 単位

〔科目区分〕

ACB

〔担当者〕

Benneth Esiana

〔オフィス・アワー〕

時間： to be confirmed
場所： 602

〔授業の方法〕
Lecture; Demonstration

〔科目の概要〕

The module provides a step-by-step guide to oral communication in English, by famil iarising students with
the various processes of speech preparation, from selection of topic and purpose, speech composition to
eventual delivery of speech. I t uses a communicative, task-based approach to guide learners to apply
theoretical principles in practical settings in order to develop hands-on experience. During the course of the
module, students will work individually, in pairs, and in groups, as dictated by the nature of the activity, to
complete meaningful exercises and tasks. Please be advised that the module is taught almost entirely in
English, therefore it is ideal for students at an intermediate to high-intermediate level of English.

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

Proficiency in public speaking/presentation is an indispensable skil l in this day and age, given its wide-ranging
applications in personal, professional, and social/public settings. Students wil l develop a better understanding
of topics for presentation, types of speeches, developing content and structure. In addition, students will learn
that public speaking is not simply a one-way sharing of information but a two-way reciprocal exchange of
information where both the speaker and audience are equally involved.

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

Throughout this module, students will observe improvements in their communication skil l in English, and by
the end of the course, they should be able to prepare and deliver a speech/presentation on their desired topic,
be able to engage the audience, overcome speech anxiety, and boost their self-confidence in public speaking.

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

Not applicable

〔教科書〕
Dynamic Presentations, by M ichael Hood, K inseido, ISBN: 978-4-7647-4029-7

〔指定図書〕
Not applicable

〔参考書〕
Not applicable

〔前提科目〕
None
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〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

Students will be assessed through the following methods:

- M andatory speeches
- M andatory test(s)
- In-class activities (e.g., short presentations/speeches)
- Final project (presentation/speech)
- Others (attendance)

〔評価の基準及びスケール〕

A = 80% or more
B = 70 – 79%
C = 60 – 69%
D = 50 – 59%
F = 49% or less

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

The module is taught at a pace complementary with students’ abili ty and progress.

- Students are expected to attend class with the desire to learn.
- They must actively participate in al l aspects of the lesson.
- An expectation for students to complete all assigned tasks, assessed or otherwise, in class or at home (self-

study)

The instructor wil l support students by providing a conducive learning environment where students, regardless
of their ski ll /abil ity, will be able to improve in one form or another.

〔実務経歴〕

授業スケジュール

第 1 回 テーマ（何を学ぶか）: M odule Orientation & Unit 1: Identifying purpose l
内 容：
- M odule Outl ine
- Importance of Public Speaking ski l ls
- Speech Outline

教科書・指定図書 Unit 1a: Good speeches, good speakers

第 2 回 テーマ（何を学ぶか）： Identifying purpose ll
内 容：
- Speech Outline
- Pronunciation & Intonation
- Grammar: Simple Present Verb Form

教科書・指定図書 Unit 1b: Good speeches, good speakers

第 3 回 テーマ（何を学ぶか）： Making Eye Contact
内 容：
- Elements of Introduction
- Self Introduction – Describing
- Stress for Clarity
- Grammar: Present Progressive Verb Form

教科書・指定図書 Unit 2: Introduce Yourself
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第 4 回 - テーマ（何を学ぶか）： Maintaining Posture l
内 容：
- Descriptive Details
- Introducing Others – Describing
- Stress for Clarity
- Grammar: Modals for Advice & Abil ity

教科書・指定図書 Unit 3a: Someone You Should Know

第 5 回 - テーマ（何を学ぶか）： Maintaining Posture ll
内 容：
- Stress for Clarity
- Grammar: Modals for Advice & Abil ity

- 教科書・指定図書 Unit 3b: Someone You Should Know

第 6 回 - テーマ（何を学ぶか）： Using Gestures
内 容：
- Brainstorming & Clustering
- Talking About Places - Describing
- Stress for M eaning
- Grammar: Present Perfect Verb Form

教科書・指定図書 Unit 4: Have You Ever Been There

第 7 回 テーマ（何を学ぶか）： Using Your Voice: Enunciating l
内 容：
- Transitions & Connectors
- Talking About Process - Explaining
- Tongue Twisters
- Vocabulary Builder: Strong Adjectives

教科書・指定図書 Unit 5a: How to M ake a Spectacular Dish

第 8 回 テーマ（何を学ぶか）： Using Your Voice: Enunciating l l
内 容：
- Tongue Twisters
- Vocabulary Builder: Strong Adjectives

教科書・指定図書 Unit 5b: How to M ake a Spectacular Dish

第 9 回 - テーマ（何を学ぶか）： Using Your Voice: Projecting
内 容：
- Audience Analysis
- Talking About the Past - Informing
- Intonation Practise: L isting
- Grammar: Past Progressive Verb Form

教科書・指定図書 Unit 6: Let Me Tell You What Happened

第 10 回 テーマ（何を学ぶか）： Using Your Voice: Pacing l
内 容：
- Selecting Details
- Type of Statements: Facts & Opinions
- Talking About Current Events - Informing
- Stress for Clarity
- Grammar: Simple Connecting Words

教科書・指定図書 Unit 7a: In the World Today
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第 11 回 テーマ（何を学ぶか）： Using Your Voice: Pacing ll
内 容：
- Stress for Clarity
- Grammar: Simple Connecting Words

教科書・指定図書 Unit 7b: In the World Today

第 12 回 - テーマ（何を学ぶか）：Using Your Voice: Expressing Yourself
内 容：
- Explaining Causes
- Stress for Emphasis
- Grammar: Structures for Cause & Effect

教科書・指定図書 Unit 8: Cause and Consequences

第 13 回 テーマ（何を学ぶか）： Rhetorical Strategy: Repetition l
内 容：
- Explaining Reasons
- Future Plans - Explaining
- Stress for Clarity
- Grammar: Expressing Future Time

教科書・指定図書 Unit 9a: What Dreams May Come

第 14 回 テーマ（何を学ぶか）： Rhetorical Strategy: Repetition l l
内 容：
- Stress for Clarity
- Grammar: Expressing Future Time

教科書・指定図書 Unit 9b: What Dreams May Come

第 15 回 テーマ（何を学ぶか）： Unit Review & Final Project
内 容：
- Unit 1 – 9 Review
- Student Final Evaluation: Presentation/speech

教科書・指定図書: Review & Final Project

試 験 None (なし)
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〔科目名〕

Public Speaking I

〔単位数〕

2 単位

〔科目区分〕

〔担当者〕

Anthony Rausch

〔オフィス・アワー〕

時間：

場所：

〔科目の概要〕

To be able to speak in conversation and in mini-presentation about various topics.

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

The course consists of reading aloud various examples of conversations and mini-presentations about

various topics. With the practice, students will then create their own conversations and

mini-presentations.

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

〔教科書〕

Communication Upgrade

〔指定図書〕

〔参考書〕

〔前提科目〕

な し

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

（ 様式２）
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The grades will be based on attendance, homework, optional homework and a final test.

〔評価の基準及びスケール〕

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

授業スケジュール

第1 回 テーマ（何を学ぶか）： Course Introduction

内 容： Presentation of what the course will be and introduction of the textbook

教科書・指定図書

第2 回 テーマ（何を学ぶか）： Uniforms

内 容： Talking about Uniforms 

教科書・指定図書 Unit 1

第3 回 テーマ（何を学ぶか）： Cram Schools

内 容： Talking about Cram Schools

教科書・指定図書 Unit 2

第4 回 テーマ（何を学ぶか）： University Life

内 容： Talking about University Life

教科書・指定図書 Unit 3

第5 回 テーマ（何を学ぶか）： Your Health

内 容： Talking about Health

教科書・指定図書 Unit 4

第6 回 テーマ（何を学ぶか）： Media

内 容： Talking about Media Resources

教科書・指定図書 Unit 5

第7 回 テーマ（何を学ぶか）： Explanations

内 容： Talking about how to make explanations

教科書・指定図書 Unit 6

第8 回 テーマ（何を学ぶか）： the Environment

内 容： Talking about the Environment

教科書・指定図書 Unit 7

第9 回 テーマ（何を学ぶか）： Priorities

内 容： Talking about Social Priorities

教科書・指定図書 Unit 8
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第10 回 テーマ（何を学ぶか）： Globalization

内 容： Talking about Globalization versus Local Economy

教科書・指定図書 Unit 9

第11 回 テーマ（何を学ぶか）：Books and Movies

内 容： Talking about Media Products

教科書・指定図書 Unit 10

第12 回 テーマ（何を学ぶか）： Safe Society

内 容：Talking about a Safe Society

教科書・指定図書 Unit 11

第13 回 テーマ（何を学ぶか）： Vacations

内 容： Talking about Vacation Preferences

教科書・指定図書 Unit 12

第14 回 テーマ（何を学ぶか）： Review of the Textbook and Independent Activity

内 容： There will be a review of the important elements of the textbook together with an independent activity 

undertaken by students individually or in small groups.

教科書・指定図書 All Units

第15 回 テーマ（何を学ぶか）： Review of the Textbook and Independent Activity

内 容： There will be a review of the important elements of the textbook together with an independent activity 

undertaken by students individually or in small groups.

教科書・指定図書 All Units

試 験 Test on speaking and making mini-presentations about the contents of the Textbook. 
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〔科目名〕

Writing as a Social Act I

〔単位数〕

2 単位

〔科目区分〕

アカデミック・コモンベーシッ

クス

〔担当者〕

Susumu Onodera
小野寺 進

〔オフィス・アワー〕

時間：

場所：

〔授業の方法〕

演習方式

susumu@hirosaki-u.ac.jp

〔科目の概要〕

The purpose of this courseis to enhance students’ writingabilities of English and to build up specific English 
vocabulary and phrases that will help them in their working lives after graduation.

Students will practice how to write English sentences and paragraphs. The goal of the class is to facilitate 
English improvement while generating student enthusiasm.

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

Writing is one of the most important skills for learning English.  Improving your writing skill will serve to 
develop your English abilities.  Active writing is necessary for students who would like to present their 
opinions and thoughts to customers and clients. Through this writing course, students are able to practice 
reading skill.

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

The goal of this course is to enhance students’ basic writingabilities.  Besides, students will build up their 
vocabulary in English and acquire its related knowledge.

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

The teacher will make an effort to meet the students’ needs, based on their progress in class.

〔教科書〕

文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition to Paragraph Writing)、山内信

幸、赤楚浩之、北林利治共著、英宝社 (ISBN-1921082019003)

〔指定図書〕

To be announced.

〔参考書〕

To be announced.

〔前提科目〕

なし

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

Students will be graded on the scores of review tests and end-of-term examination results.

（ 様式１）
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〔評価の基準及びスケール〕

A=80% or more
B=70-79%
C=60-69%
D=50-59%
F=Less than 50%

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

Students should attend every class with preparation for a unit.
The teacher has todo his best to offer students wonderful opportunities for develop their English skills and 
togive them confidence in writingEnglish.

〔実務経歴〕

なし

授業スケジュール

第1 回 テーマ（何を学ぶか）： Course orientation and introduction
内 容： 第１章英文をうまく組み立てるには？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第2 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第２章動詞に注目してみると？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第3 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第３章時間を点としてとらえる表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第4 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第４章時間を線ととらえる表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第5 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第５章動詞の働きをになう表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第6 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第６章動詞と名詞の働きをになう表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第7 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第７章形容詞と副詞の働きをになう表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
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to Paragraph Writing)

第8 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第８章動詞に味付けをほどこす表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第9 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第９章視点を換える表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第10 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第１０章仮定の表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第11 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第１１章スパイスを加える表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第12 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第１２章比べる表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第13 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第１３章文をつなげる表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第14 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：第１４章ヴァリエーションを増やす表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

第15 回 テーマ（何を学ぶか）： Writing English
内 容：英語特有の表現は？

教科書・指定図書：文法から英作文、そしてパラグラフライティングへ (From Grammar through Composition 
to Paragraph Writing)

試 験 Examination: Writing English Sentences and Paragraph.
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〔科目名〕

Writing as a Social Act I

〔単位数〕

2 単位

〔科目区分〕

アカデミック・コモン・ベーシックス

〔担当者〕

成田 芙美

Narita Fumi

〔オフィス・アワー〕

時間： to be announced
場所： Room 609

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

This course helps students to further improve in writing skills. Students are expected to write as many correct 
English sentences as they can on familiar topics. In each class, they will learn many practical words and 
phrases through the model sentences in the text. Exercises in composition will also help them. Then they will 
be required to write about their daily lives. Interactive activities, both among students and between teacher 
and students, will often be encouraged.

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

For better communication in an international society, it is a great advantage to develop clear English writing 
skills. With the successful use of these skills, students can make themselves understood in written English. 
Practice in writing skills also encourages the well-balanced development of students’ English ability. In-class 
activities will prepare students for writing in various situations, helping to make them more confident of their 
writing skills.

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

Students are expected to be able:
1. to increase vocabulary
2. to use correct English to make themselves understood more clearly
3. to write about themselves more fluently.

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

The teacher will try her best to offer the students whatever is necessary to improve their writingability. These 
needs and the students’ progress will be carefully monitored through various class activities and tests. The 
rate of progress may change the class schedule shown on the following pages.

〔教科書〕

Hiroyuki Tomi, Gordon Bateson, English Writing Using Everyday Expressions: A Practical Approach to 
Understanding English Sentence Structure(Asahi Press, 2008)
ISBN: 978-4-255-15456-5

〔指定図書〕

None

〔参考書〕

To be announced when and if it is necessary

〔前提科目〕

None

（ 様式１）
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〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

Evaluation will be based primarily on assignments and tests tobe completed during class. Performance on 
homework is also important. In addition, extra points may be awarded for the completion of optional tasks.

〔評価の基準及びスケール〕

100-80% = A, 79-70% = B, 69-60% = C, 59-50% = D, 49% and lower = F

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

Students who practice the following can expect higher grades.
1. Prepare for every class by determining the areas one finds difficult to understand, and thus be able to ask 

the teacher or other students useful questions during class.
2. Attend every class.Assignments and testswill be completed during class sessions.
3. Revise after class the words and phrases one has learned.

Students must bring English-Japanese and Japanese-English dictionaries to class for use in assignments.

〔実務経歴〕

該当なし

授業スケジュール

第1 回 テーマ（何を学ぶか）： Orientation
内 容： What is the aim of this course? What will you write? What is important or necessary in 

this class?
教科書・指定図書 Chapter 1

第2 回 テーマ（何を学ぶか）： Composition on Daily Life
内 容： Learn from the models, writesentences, do self-correction and get feedback.

教科書・指定図書 Chapter 2

第3 回 テーマ（何を学ぶか）： Composition on Campus Life
内 容： Learn from the models, writesentences, do self-correction and get feedback.

教科書・指定図書 Chapter 3

第4 回 テーマ（何を学ぶか）： Composition on Music
内 容： Learn from the models, writesentences, do self-correction and get feedback.

教科書・指定図書 Chapter 4

第5 回 テーマ（何を学ぶか）： Composition on Studies
内 容： Learn from the models, writesentences, do self-correction and get feedback.

教科書・指定図書 Chapter 5

第6 回 テーマ（何を学ぶか）： Composition on Newspapers and Magazines
内 容： Learn from the models, writesentences, do self-correction and get feedback.

教科書・指定図書 Chapter 6

第7 回 テーマ（何を学ぶか）： Composition on Shopping
内 容： Learn from the models, writesentences, do self-correction and get feedback.

教科書・指定図書 Chapter 7




















































































































































































































































